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研究成果の概要（和文）： 
 日本語と日本手話の会話を収録したビデオデータを用い，ジェスチャーなどの身体表現がど
のようにして言語と共に用いられることによって，情報伝達と行為遂行のための統合体として
の「発話」が形成され（統合的関係），さらに，複数の会話参与者による「発話」同士の関係か
ら，どのようにして会話が形成されるか（連鎖関係）を分析することを通じて，日本語と日本
手話でのコミュニケーションで用いられる言語・非言語行動の間の時間的構造を解明した． 
研究成果の概要（英文）： 
 This research explicates the temporal structures between linguistic and non-verbal 
behaviors in Spoken Japanese and Japanese Sign Language conversation. Using video 
recording of ordinary conversation in Spoken Japanese and in Japanese Sign 
Language, it is analyzed how “utterances” are synthesized from linguistic expressions 
and bodily behaviors such as gestures, and how such “utterances” construct sequential 
relations in conversation.  
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 国外の動向として，「発話」を言語とジェ

スチャーの統合からなる複合体として捉
える「統合的関係」については，ケンドン
やマクニールなどのジェスチャー研究者
によって，近年特に強調されるようになっ
ていた．「連鎖関係」については，会話分
析が発話間の関係に関わる規則を解明し
てきており，近年のデータ分析環境の向上

もあり，C. グッドウィンなどによる身体
動作までをも含めた分析が盛んになって
きている．手話研究では，従来主流だった
言語構造の研究に加えて，リデルなどによ
って，自然な状況での手話会話に含まれる
ジェスチャーとしての側面の解明も開始
されつつあった． 

(2) 国内でも学際的な取り組みが始まりつつ
あった．まず，人工知能学会では，2007 年
9 月～2009 年 3 月に，学会誌連載，学会
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セミナー，学会編集の単行本の企画が連動
して，「多人数インタラクションの分析手
法」という企画が展開され，会話参与者が
３人以上になるとマルチモーダルな分析
が特に重要になることが強調されていた．
また，社会言語科学会では，2008 年 9 月
の大会で，「コミュニケーションに伴う身
体動作の時間的構造」というワークショッ
プが開催された．さらに，日本認知科学会
でも，学会誌 2009 年 3 月号において，「聞
き手行動から見たコミュニケーション」と
いう特集が行われ，コミュニケーションの
連鎖性とマルチモダリティの統合が重視
されていた． 

 
２．研究の目的 
 
 本研究課題の目的は，日本語と日本手話の
「発話」に含まれる統合的関係と連鎖的関係
という２つの時間的構造を分析することで
ある．ここでの「発話」は，単に言語で産出
されるものに限らない．人と人とが対面した
状況での情報伝達は，言語とジェスチャー，
視線方向といった複数の表現モダリティが
統合的に関わりあうことによって達成され
る．本研究で「発話」と呼ぶのは，複数の表
現モダリティの統合的関係からなる情報伝
達と行為遂行のための単位である． 
 
(1) 1 つ目の時間構造である「統合的関係」
は，情報伝達を達成するために使用される
複数の表現モダリティの間の同時的関係
のことである．本研究で分析対象とする表
現モダリティは，音声言語・手話・身体動
作（ジェスチャーや視線，対象物の操作な
ど）の３つであった．身体動作は音声言語
と手話のどちらによるコミュニケーショ
ンにも含まれているが，音声言語と身体動
作では表現モダリティが異なるのに対し
て，手話とジェスチャーなどの身体動作で
はどちらも視覚的モダリティが使用され
るというように，統合的関係における統合
の方法が体系的に異なっている． 

 (2) 2 つ目の時間構造である連鎖的関係は，
質問と応答のような「発話」同士の間の関
係のことである．対面会話状況では，各「発
話」は音声言語や手話だけでなく身体動作
を伴ったものになるが，こうした「発話」
のマルチモーダルな統合を視野に入れる
ことによって，「発話」間の連鎖関係は複
雑になる． 

 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法は，(1)データ収録，(2)音声
発話・ジェスチャーアノテーション，(3)手
話発話アノテーション，(4)分析，という４

つの軸からなっている． 
 
(1) データ収録としては，1) 日常生活場面
でのフィールド収録と 2) 実生活のなるべ
く自然な再現を目指した実験室収録，の２
つの環境において，A) 場面やものの形状
の描写を含みジェスチャーが生起しやす
い会話（描写会話），B) 対象物への指示や
その操作を含む共同活動場面での会話（対
象物会話），C) 手話会話（手話会話），の
３種類の会話データを収録した．1)のフィ
ールド収録では，データの自然さが重要で
あるため，1～2 台のマイク付ビデオカメ
ラのみで収録した．逆に，2)の実験室収録
では，音声特徴や身体動作の記録の精度を
重視し，話者別マイク，複数台カメラ，モ
ーションキャプチャ，視線追跡器などを時
間同期させて用いた． 

(2) 音声発話・ジェスチャーアノテーション
では，(1)で収録したデータの中から分析
目的にとって十分な質のものを選択した
上で，音声発話の書き起こしと，ジェスチ
ャーや身体動作，視線方向などの非言語行
動のラベリングを行った．本研究の目的に
とっては，音声，手話と身体動作との間の
時間的な同期関係を正確に特定する必要
があるため，音声やビデオなどの複数のフ
ァイルを同時に参照できるビデオ分析用
ソフトウェア ELAN などを用いて，音声発
話と手話，ジェスチャーの各単位の時間情
報の正確なアノテーションを行った． 

(3) 手話発話アノテーションについては，特
に手話の「会話」の構造の分析に適した既
存の枠組みがほとんどなかったため，仕様
の確立自体を本研究課題の重要な成果と
位置づけた．同時に，これが日本手話の記
述文法の発展にも資するものとなるよう，
手話の日本語への翻訳や文法記述の適切
性について，手話言語学を専門とする連携
研究者に助言を仰いだ． 

(4) データ分析は，先行研究の理論的知見と
収録されたデータの予備的検討に基づい
て，統合的関係と連鎖的関係のそれぞれに
ついての分析上の焦点を定めて行った．統
合的分析では同時に生起している複数の
行動の間の共起関係を，連鎖的分析では時
間的に連続する複数の行動の間の継起関
係を，それぞれ分析することによって，マ
ルチモーダルな「発話」のもつ全般的傾向
を明らかにしてきた． 

 
４．研究成果 
 
(1) 分析の焦点（[図]参照） 
 
①「発話」のもつ統合的関係についていえば，
ジェスチャーなどの身体動作は音声言語



 

 

や手話の持つ文法的構造を考慮しつつ，こ
れと意味的に整合し補完し合うタイミン
グで使用される．そこで，「どのような種
類の身体動作が言語の持つどのような文
法的特徴と時間的に同期させられる傾向
にあるか」という点を特に焦点としたアノ
テーションと分析を行った． 

②連鎖的関係に関して重要なのは，複数の表
現モダリティによる行動間の働きかけ-応
答というペア関係を特定していくことで
あると考えられた．そこで，複数の表現モ
ダリティによる行動のうちの「どの行動と
どの行動とが時間的な連鎖的関係を形成
しやすいのか」という点を，その状況で行
われている会話活動の文脈に対応づけな
がら分析した． 

[図] 統合的関係と連鎖的関係 
 
(2) データ種別ごとの分析事例 
 上記(1)の分析焦点について，収録データ
ごとに，次のような分析を行った． 
 
①身体動作を伴う日本語会話：ポスター発表

という情報媒体のある環境での会話や，グ
ループホームのような生活環境での日常
動作を伴うインタラクションのデータ，実
験準備のための物体操作を含む多人数イ
ンタラクション，ジェスチャーが多く生起
するアニメーション再生課題会話などを
収録し，言語的発話とジェスチャーや身体
動作との統合関係や連鎖関係を分析した． 

②日本手話会話：日本手話母語話者間での対
面会話とテレビ会議システムを介した遠
隔会話のデータを収録し，特に前者につい
ては，話者交替や修復のメカニズム，口形
やうなずき，視線などの非手指動作の使用
法などに着目しつつ，手話のインタラクシ
ョン的構造を分析した． 

③言語を中心としないインタラクション：日
本語・日本手話という言語を中心としたイ
ンタラクションとの比較のため，サッカー
という身体動作のみから構成されるイン
タラクションを対象として，複数選手の行
動間のマルチモーダル連鎖分析を行った． 

 
(3) 研究会 
 一部のテーマについては，関連研究者を招
いたセミクローズドの研究会を開催し，緊密

な意見交換を行った． 
 
①ケア施設や研究室のような，身体の観察可
能性が重要な役割を果たす状況における
インタラクションを収録したビデオデー
タを用い，参加者が観察を出し合いながら
共同で分析を進めていく「データセッショ
ン」を開催し，参加者間での意見交換を行
った． 

②手話発話の表記法については，先行する研
究グループの関係者を招いた勉強会を開
催した． 

 
(4) 研究成果の対外発表 
 
①個別の分析結果などについては，社会言語

科学会，日本手話学会，日本認知科学会，
人工知能学会，電子情報通信学会などの関
連学会での口頭発表と論文投稿を行った． 

②マルチモーダルインタラクションの分析
と手話の言語学的記述に関する方法論に
ついては，複数の著書を通じてまとめた． 

 
(5) 総括 
 従来の言語学的研究では，言語（文法）重
視，話し手重視の研究が圧倒的多数であった
が，本研究課題の研究成果により，まず，「発
話」のもつ統合的関係の分析を通じて，従来
の知見を，自然な言語使用に伴う言語以外の
表現モダリティの使用規則と関連づけてい
くことが可能になり，また，連鎖的関係の解
明を通じて，話し手だけでなく聞き手も含む
日常的なコミュニケーション場面での言語
の「使用」に関する理論を構築する基礎が築
かれたといえる．さらに，こうした知見は，
コミュニケーションに関わる情報処理技術
の研究開発にも確実に応用可能なものであ
ると期待できる． 
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